
事業番号：8月29日（金）③

評価結果 一部改善/現行どおり・拡充

事業レビューにおいて発言のあった主な意見

【委員の意見】

県民評価者の評価シートによる評価 県民評価者総数 19

行政の関与
不要

役割分担
見直し

抜本的改善 一部改善
現行どおり

・拡充

7

（現行6、拡充1）
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【一部改善】

・防災においては、自治会や校区のリーダーとなる人達の影響力がとても大きいので、その意識を
高める工夫もすべきではないか。

・この補助制度自体を知らない人が多いと思う。周知率の低さを改善すべきではないか。

【現行どおり・拡充】

・自主防災組織の会議や講演会には高齢の方の参加が多い。若い世代の方にも参加しやすい工
夫ができればよいのではないか 。

・例えば補助率を引き上げるとか、複数回の申請を認めるとか、さらに使い易い補助制度になるとよ
い。

上
記
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【抜本的改善】

・子どもや学生、旅行者など様々な方が被災することが想定される中、それらの人に対応した情報
提供・収集・支援体制の構築を目指す方が、ボトムアップな防災・減災システムの実効性確保につ
ながるのではないか 。

・能登半島地震に被災したことで地域住民は今も不安を抱えているため、防災士の育成をはじめ、
もっと市と県が協力する取り組みをしてみはどうか

・ソフト面、ハード面のどちらかだけでなく、双方の拡充が必要。また、訓練の継続も必要 。

・自主防災組織への補助金運用状況が組織により差が出ているのではないか。資機材の整備後
に、実際にどのように使われているか運用面を含めて効果検証すべき。

・住民に対して、自主防災組織やその活動の認知度を高める取り組みが必要ではないか

・県としては、地域コミュニティ以外の企業や職場等の別のコミュニティに対するアプローチや視点も必要ではないか
。
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・個の防災・減災（移動の確保、安全地帯への避難、情報収集）に対するサポートも重視すべきではないか。

・能登半島地震の経験から、トイレの問題が大きいと感じた。水が流れない時に簡易トイレを各家庭で作るノウハウ
を、ネットを使えない高齢者にも分かるように共有するなどしてはどうか。

・予算が毎年同額で計上されているなど、弾力的な運用ができていないと感じる面もある 。

評価区分

0 0 5 7

・防災倉庫や資機材を整備しても、その存在や動かし方を知っている人がいない場合も考えられるため、人材を育て
ることや動ける人を把握することに予算を使うべきではないか 。

令和７年度官民協働事業レビューにおける意見・評価
担当部局・担当課名：危機管理局防災課

事業名 地域防災力向上支援事業費補助金

・自主防災組織のカバー率が全国平均を上回り改善している現状で、金額規模を維持するより、支援の形を変える
（質を高める）やり方も考えられるのではないか 。



事業番号：8月29日（金）③

評価結果 一部改善/現行どおり・拡充

担当部局・担当課名：危機管理局防災課

事業名 地域防災力向上支援事業費補助金

【参考】委員による評価 委員総数 4

行政の関与
不要

役割分担
見直し

抜本的改善 一部改善
現行どおり

・拡充

0

（現行0、拡充0）

【事業レビュー結果を受けた県の対応】

一部改善

R８当初予算
（要求額）

30,000（千円） R７当初予算 30,000（千円） 増減なし

増減理由

当初予算編成プロセスの見える化

要求額 前年度予算額 30,000（千円）

事業の目的

積算内訳

予算額

今後の
対応方針

事業内容の見直し

○地域防災力の向上には、地域と民間事業者との連携も不可欠であることから、民間事業者によ
る資機材整備等を促進するため、新たに補助メニューを創設
○地域の防災人材の育成や地区防災計画の策定・検証など地域全体の災害対応能力向上のた
め、複数年に渡る申請ができるよう補助内容の拡充
○申請者の負担軽減のため、申請書様式や添付書類の簡素化

令和８年度
当初予算
要求時
の対応

令
和
８
年
度
当
初
予
算

要
求
状
況

30,000（千円）

地域住民による「自助・共助」による地域防災力を高める

事業内容

①自主防災組織資機材整備事業      ：１組織あたり上限600千円
②自主防災組織研修・訓練等促進事業：１組織あたり上限200千円
③地区防災計画策定促進事業        ：１組織あたり上限200千円
④企業版地域防災力向上事業  ：１民間事業者あたり上限200千円（新規）

①23,000千円、②2,500千円、③2,500千円、④2,000千円

予算編成過程における
議論など

事業レビューにおける意見を踏まえ、民間事業者における資機材整備の補助
の追加や複数年に渡る申請を認めるなどの見直しを実施

最終的
な予算

案

30,000千円

要求時点からの
変更点

変更なし

評価区分

0 0 1 3


